
四日市市地域公共交通計画の評価について
（補足資料）



1地域公共交通の活性化及び再生に関する法律

（抜粋）

第三章 地域公共交通計画の作成及び実施

第一節 地域公共交通計画の作成

（地域公共交通計画の評価等）

第七条の二 地方公共団体は、地域公共交通計画を作成した場合においては、毎年度、当該地域

公共交通計画の区域における地域旅客運送サービスの持続可能な提供の確保に資する地域公共交

通の活性化及び再生に関する施策の実施の状況についての調査、分析及び評価を行うよう努める

とともに、必要があると認めるときは、地域公共交通計画を変更するものとする。

２ 地方公共団体は、前項の調査、分析及び評価を行ったときは、速やかに、その結果を主務大

臣に送付しなければならない。

３ 主務大臣は、前項の規定による送付を受けたときは、その送付に係る事項について、地方公

共団体に対し、助言をすることができる。



2四日市市地域公共交通計画



3目標①公共交通利用の促進

【指標】鉄道・バス・タクシーの年間利用者数
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※新型コロナウイルス感染症流行前の令和元年度の数値を目標値とする。



4目標①公共交通利用の促進

四日市市バス待ち環境整備事業補助金
（令和５年度～）

・「キオクシア正門前」の上屋新設（三岐鉄道株式会社）

・「笹川９丁目」のポリカ更新（三重交通株式会社）

バス待ち環境の改善を促進し、高齢者から子
供まであらゆる世代が快適にバスを利用でき
るようにするため、交通事業者が行うバス待
ち環境整備事業に対して、市が支援を実施。

イベントの実施

公共交通の利用促進を図るため、交通事業者の
協力のもと、イベントを実施。

三重交通株式会社

伊勢鉄道株式会社

近畿日本鉄道株式会社

三岐鉄道株式会社

令和５年度の取組実績調査票より 令和５年度の取組実績調査票より



5目標②中心市街地への公共交通での来訪促進

【指標】四日市市中心市街地における１日当たり公共交通利用者数

※鉄道：JR四日市駅・近鉄四日市駅・あすなろう四日市駅
※バス：【三重交通】堀木・文化会館前・文化会館南・近鉄四日市・諏訪・鵜の森前・市役所前・百五銀行前・JR四日市・本町・

相生町・相生橋・尾上町北・尾上町
【三岐鉄道】JR四日市・市役所前・近鉄四日市・文化会館前・堀木
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6目標②中心市街地への公共交通での来訪促進

近鉄四日市駅交通ターミナル整備事業

近鉄四日市駅交通ターミナル整備事業は、近鉄四日市駅における新たな交通結節点として、３箇所に
分散している路線バス・高速バスの乗降場を集約し、歩行者の円滑な移動・乗換を支援する交通拠点
を整備するとともに、駅周辺と一体となった賑わい・歩行空間を創出し、憩いの場となる空間等を配
置し、駅周辺を一大交通拠点として人と物の流れや地域の活性化を促進することを目的とした事業。

令和５年度の取組実績調査票より



7目標②中心市街地への公共交通での来訪促進

自動運転実証実験

令和５年度の取組実績調査票より令和５年度の取組実績調査票より

MaaS実証実験

今後、中央通りで整備していく歩行者中心の空間の
中で、環境にやさしく低速でまちなかの回遊性を高
める効果が期待されるグリーンスローモビリティを
走行させ、実装に向けた課題を探る。

■令和５度実証実験の概要
期 間：11/1(水) ～ 11/19(日)

※Ｂ－１グランプリ 11/18(土)・11/19(日)
時 間：１０：００～１６：３０
車 両：ＡＲＭＡ（２台）
ルート：①近鉄四日市駅～ＪＲ四日市駅

（11/1～11/19）
②市民公園～近鉄四日市駅～ＪＲ四日市駅
（11/7～11/9）関係者のみ

自動運転バス（ＡＲＭＡ）

各種公共交通の一括予約・決済システムの構築に
よる広域及び市内の移動円滑化と、駐車場予約など
の機能を組み合わせた拡張型MaaSを構築することと
している。
令和５年度については、自動運転等実証実験を連

携したまち歩きイベント（デジタルスタンプラ
リー）を実施した。デジタルスタンプラリーのシス
テムには、交通・イベント・スポット情報の表示機
能を搭載した。

■交通情報の表示



8目標③市内の公共交通ネットワークの確保

【指標】基幹的公共交通の徒歩圏人口カバー率

現状値（令和２年） 中間目標値（令和９年） 目標値（令和14年）

60.0％ 62.4％ 64.7％

※徒歩圏：鉄道駅から800ｍ圏域、バス停（30本／日以上）から300ｍ圏域

令和５年度：63.1％

資料：R2国勢調査

図 基幹的公共交通の利用圏域（令和２年度時点）

四日市あすなろう鉄道は、
平成27年度より運行を開始した。
継続運行に向け、新たな「鉄道事
業再構築実施計画」を策定し、
基幹的公共交通の維持に努める。



9目標④運輸部門の低炭素化の推進

連節バス及びEVバスの導入

●三重交通株式会社
令和6年４月より四日市専属車両「GREEN LINER」
（連節バス）を2両導入。

EVバス及びFCVに対する補助

●三岐鉄道株式会社
令和4年4月より「サンサンシャトル」（連節バス）
の運行を開始。令和7年度より、2台目連節バスの
運行を予定。

資料：三重交通

資料：三岐鉄道

「四日市市脱炭素ポータルサイト」より



10目標⑤地域公共交通に対する市民満足度の向上

【指標】市内の公共交通に対する不満度

※市政アンケートにおける公共交通に対する設問に対して、「不満足である」または「非常に不満である」と回答した人の割合
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11目標⑤地域公共交通に対する市民満足度の向上

四日市市デマンドタクシー



12目標⑤地域公共交通に対する市民満足度の向上

四日市市運転免許証自主返納支援事業
（令和６年度～）

実施エリア 河原田地区

実施方法 AI活用型乗合デマンド交通

実施期間 １１月上旬～１月末の約３ヶ月間を予定

運行時間 ６時３０分～２０時

運行日 月曜日～金曜日 ※祝日と年末年始は運休

車両台数 ワンボックスカー１台

予約方法 アプリ、電話

運賃 バスとタクシーの間になるような料金設定で

ゾーン制等を検討。

乗降場 地区内及び隣接地区の商業施設や駅、住宅地等

の約４０ヶ所に設置を予定しており、今後、

地元や運行事業者と協議して設定。

AI活用型乗合デマンド交通

・令和６年度実施概要（予定）



13目標⑤地域公共交通に対する市民満足度の向上

車両のバリアフリー化

●バス

・三重交通株式会社
ノンステップバス２台導入

・三岐鉄道株式会社
ノンステップバス１台導入

〈令和５年度実績〉

●タクシー

・三重近鉄タクシー株式会社
UDタクシーの導入にあたり、地域公共交通機関として積局的に高齢者や障害者の輸送に取り組むこと
はもちろんのこと、あらゆるお客様に対して安全・安心・快適な輸送サービスを提供するため
ユニバーサルドライバー研修を実施

・名鉄四日市タクシー株式会社
ユニバーサルデザインタクシーをより効率的運用するためにＵＤ研修を実施。
また、希望者にはＵＤタクシーを使用した車椅子の乗車方法の社内研修を実施。

資料：ISUZUHP

令和５年度の取組実績調査票より


